


Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

大谷大学

1913年に現在地へ移転した当時の「本館」
（現在の「尋源館（じんげんかん）」

【国・登録有形文化財　第26-0058号】）

第3代学長の佐々木月樵（げっしょう）「大谷大学樹立の精神」に掲げられた三モット―
（第20代学長の松原祐善（ゆうぜん） 筆）

2018年に竣工した
新教室棟「慶聞館（きょうもんかん）」と尋源館

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

「
国
宝
と
は
何
物
ぞ
」
と
問
い
を
立
て
、「
道
心
有
る
の
人
」

を
国
宝
だ
と
言
い
切
っ
た
の
は
伝
教
大
師
最
澄
で
あ
る
。
こ

れ
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
ば
、
大
学
の
宝
は
建
物
、
文
物
、
図

書
も
大
事
で
は
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
「
人
」
で
あ
る
と
言
わ

ね
ば
な
る
ま
い
。

大
谷
大
学
は
江
戸
時
代
の
学
寮
開
設
以
来
、
今
年
で
３
６

０
年
を
迎
え
た
。
ま
た
、
近
代
の
大
学
と
し
て
東
京
の
巣
鴨

に
「
真
宗
大
学
」
の
名
で
開
学
し
て
か
ら
１
２
０
年
あ
ま
り
の

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
そ
の
後
、
１
９
１
３
年
に
京
都
の
現

在
地
に
移
転
し
、
今
年
で
１
１
２
年
と
な
る
。
そ
の
間
、
仏

教
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
多
く
の
人
物
を
世
に
送
り
出
し
て

き
た
。

本
学
の
人
間
育
成
の
３
つ
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
第
３
代
学

長
・
佐
々
木
月
樵
は
「
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
」
に
お
い
て

「
本
務
遂
行
、
相
互
敬
愛
、
人
格
純
真
」
を
掲
げ
た
。
自
ら
の

本
務
を
遂
行
す
る
こ
と
、
お
互
い
に
敬
愛
す
る
こ
と
、
自
他

を
ご
ま
か
さ
ず
純
真
で
あ
る
こ
と
、
の
３
つ
で
あ
る
。
本
務

と
は
本
来
の
つ
と
め
を
意
味
す
る
が
、
単
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
自
分
が
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
を

問
う
こ
と
を
通
し
て
、
初
め
て
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
他

者
と
の
関
係
の
中
で
見
え
て
く
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
学
は
、

こ
の
精
神
を
現
在
も
大
切
に
し
て
教
育
に
当
た
っ
て
い
る
。

「
人
」
は
大
学
に
と
っ
て
宝
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

世
間
に
と
っ
て
も
宝
で
あ
り
、
何
よ
り
そ
の
人
自
身
の
人
生

が
何
物
に
も
代
え
が
た
い
宝
で
あ
る
。

今
年
は
「
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
」
が
出
さ
れ
て
、
ち
ょ

う
ど
１
０
０
周
年
に
当
た
る
。
あ
ら
た
め
て
大
谷
大
学
の
人

間
育
成
の
願
い
を
確
か
め
る
時
で
あ
る
。

大
谷
大
学
の
人
間
育
成
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古代より中国で使用され、アラビア商人を経由して西
方に広まり、中世ヨーロッパの航海に革命をもたらし
た羅針盤。表紙デザインには、社会の変化が著しい現
代において、大学の“今”を映し出し、向かうべき未来
をはかる指針とならん、という思いを込めています。
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ま
ご
こ
ろ
で
道
を
照
ら
す 

「
優
し
い
」
を
超
え
る 

１
０
０
年
に

永
尾 

比
奈
夫

　

 

天
理
大
学
学
長

天
理
大
学
は
創
設
当
初
か
ら
、
多
様
な
人
々
が
扶

け
合
い
共
生
す
る
「
陽
気
ぐ
ら
し
」
世
界
の
実
現
に

寄
与
す
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
５
年
か
ら
は
、そ
の

理
念
を
揺
る
が
す
こ
と
な
く
、
加
え
て
「
優
し
さ
」
を

超
え
た
「
た
す
け
あ
い
」
を
促
進
す
る
。
次
の
１
０

０
年
に
向
け
て
、
世
界
的
な
視
野
に
立
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
つ
な
が
り
」
の
な
か
で
学
び
を
実
践
し
、
社

会
と
人
と
の
接
点
を
結
ぶ
方
法
を
自
ら
見
つ
け
躍
動

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

ま
ご
こ
ろ
を
指
針
に
。
受
け
た
恩
を
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に
。「
他
者

へ
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貢
献
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を
加
速
し
て
ゆ
き
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1
．
危
機
の
予
測
と
対
応

こ
の
と
こ
ろ
、
め
っ
き
り
と
、
話
の
枕
詞
に
「
急
速
な
少
子
化
の

時
代
に
」
と
い
っ
た
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
４

０
年
に
は
約
17
万
人
の
入
学
者
が
減
少
す
る
こ
と
な
ど
を
示
す
各

種
統
計
デ
ー
タ
が
セ
ッ
ト
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
た
。
ち
ま
た

に
は
、
大
学
教
育
を
取
り
巻
く
危
機
的
状
況
を
伝
え
る
情
報
が
溢

れ
て
お
り
、
不
安
な
思
い
で
15
年
後
の
大
学
の
姿
を
想
像
す
る
機

会
も
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
同
時
に
、
中
央
教
育
審
議

会
答
申
「
我
が
国
の
『
知
の
総
和
』
向
上
の
未
来
像
」
の
冒
頭
に

お
い
て
「
こ
の
危
機
を
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関

の
活
動
を
強
じ
ん
な
も
の
と
し
、
国
内
外
の
社
会
課
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
活
性
化
を
促
す
好
機
と
捉

え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
時
代
の
危
機
を
、
変
化
を
促
す
「
好
機
」

と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
と

も
言
え
る
。

目
先
の
情
勢
に
振
り
回
さ
れ
ず
に
、
15
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
を
長
い
時
間
軸
で
考
え
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
同
志
社
が
今
年
、
創
立
１
５

０
周
年
を
迎
え
、
私
自
身
、
そ
の
起
源
や
歴
史
を
振
り
返
る
機
会

を
多
く
も
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
明
治
の
新
時
代
を
迎
え
、
当
時
の

知
識
人
た
ち
は
挑
戦
的
と
も
言
え
る
目
的
を
掲
げ
、
学
校
（
私
塾
、

私
学
）
を
設
立
し
た
。
同
志
社
の
創
立
者
・
新
島
襄
は
「
自
治
自

立
」、「
智
徳
並
行
」
な
ど
の
人
物
育
成
の
理
想
を
掲
げ
た
が
、
１

５
０
年
後
の
今
、
当
時
掲
げ
ら
れ
た
高
邁
な
目
的
の
中
で
達
成
で

き
た
と
言
え
る
も
の
は
何
一
つ
な
い
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

新
島
は
、
勝
海
舟
に
大
学
事
業
に
必
要
な
年
数
を
聞
か
れ
た
際

に
「
大
学
の
完
成
に
は
２
０
０
年
」
と
答
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

長
大
な
時
間
軸
で
教
育
事
業
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
驚
嘆
す
る
一

歴
史
の
中
の
大
学

小
原 

克
博
　同
志
社
大
学
学
長

10

方
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
２
０
０
年
で
「
完
成
」
に
達
す
る
と
も

思
え
な
い
。
同
志
社
大
学
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
で
あ
る
ド

イ
ツ
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
は
、
２
０
２
７
年
に
創
立
５
５
０

周
年
を
迎
え
る
世
界
最
古
の
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。
ど
の
分
野
も

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を
持
つ
名
門
大
学
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
大
学
で
あ
っ
た
と
し
て
も
５
５
０
年
で
完
成
す
る
わ
け
で

な
く
、
今
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
長
い
歴
史
は
大
学
そ
の
も
の
の
歴
史
を
も
想
起
さ
せ
る
。

2
．
大
学
の
来
歴
と
社
会
的
役
割

現
代
の
大
学
の
起
源
は
12
〜
13
世
紀
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

る
。
当
時
の
学
生
は
、
教
育
の
基
礎
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

（
自
由
７
科
）
の
学
び
を
経
て
、
神
学
・
医
学
・
法
学
を
含
む
上

級
学
部
に
進
学
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
含
む
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
知
見
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
久
し
か
っ
た
が
、
11

世
紀
に
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
か
ら
、
翻
訳
さ
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
学

問
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
再
流
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
新
た
な
出
会
い
が
、
知
の
化

学
反
応
を
引
き
起
こ
し
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
復
興
だ
け
で
な
く
、

大
学
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
知
の
爆
発
」
を
誘
引
・
牽
引
し
、
社
会
そ
の

も
の
を
変
え
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
大
学
教
育
は
持
っ
て
い
る
。

ど
の
国
や
地
域
に
も
危
機
的
な
時
代
は
あ
っ
た
。
産
業
革
命
以
降

に
限
っ
て
も
、
技
術
革
新
や
産
業
構
造
の
変
化
は
、
伝
統
的
な
職

業
を
淘
汰
し
、
人
々
に
大
き
な
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
労
働
環
境

の
急
激
な
変
化
と
共
に
、
新
し
い
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
が
、
い
つ
の
時
代
も
、
教
育
を
改
善
・
改
革
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
西
洋
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
で
は

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
全
国
各
地
に
私
塾
が
起
こ

り
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
漢
学
（
儒
学
）、
国
学
だ
け
で
な
く
、
医

学
、
天
文
学
、
地
理
学
、
化
学
な
ど
を
含
む
洋
学
・
蘭
学
も
積
極

的
に
学
ば
れ
た
。
私
塾
は
、
単
な
る
古
典
教
育
の
場
だ
け
で
な
く
、

西
洋
学
問
の
導
入
や
実
学
の
普
及
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
卒
業
生
た
ち
が
明
治
維
新
後
の
政
治
・
産
業
・
教

育
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
社
会
の
激
変
期

に
あ
っ
て
、
福
沢
諭
吉
や
大
隈
重
信
、
そ
し
て
新
島
襄
ら
は
、
教

育
の
新
し
い
可
能
性
を
夢
描
い
た
の
で
あ
っ
た
。

11
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た
。
労
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境
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知
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す
る
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と
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求
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ら
れ
た
が
、
い
つ
の
時
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、
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・
改
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す
る

こ
と
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、
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の
変
化
に
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し
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あ
る
。
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。
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、
全
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に
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こ

り
、
従
来
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あ
っ
た
漢
学
（
儒
学
）、
国
学
だ
け
で
な
く
、
医

学
、
天
文
学
、
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学
、
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学
な
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を
含
む
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学
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学
も
積
極
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。
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。
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新
島
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ら
は
、
教

育
の
新
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可
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性
を
夢
描
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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3
．
世
界
観
と
歴
史
観
を
養
う

戦
後
80
年
と
な
る
今
年
、
日
本
社
会
は
そ
の
80
年
を
総
括
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
の
記
憶
は
遠
の
き
、
戦
中
・
戦
前
の
何

が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
の
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
。
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
あ
る
た
め
、
戦
争

の
時
代
に
は
、
敵
性
宗
教
を
掲
げ
る
学
校
と
し
て
軍
部
か
ら
の
厳

し
い
監
視
と
弾
圧
を
受
け
た
。
戦
時
下
の
危
機
を
生
き
延
び
る
た

め
に
、
同
志
社
で
は
当
時
の
国
家
体
制
に
順
応
し
よ
う
と
す
る
努

力
も
な
さ
れ
た
。
学
徒
出
陣
（
１
９
４
３
年
）
以
降
、
数
多
く
の

学
生
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
同
志
社
も
ま
た
戦
争
の
時
代
を
十
分
に

総
括
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
過
ち
を
含
め
、
こ

れ
ら
の
出
来
事
が
学
校
史
の
中
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史

を
振
り
返
る
上
で
大
切
な
手
が
か
り
と
な
る
。

今
、
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
ど
の
大
学
に
と
っ
て
も
重

要
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
学
生
を
世
界
の
各
地
に
送
り
出
し
、

ま
た
世
界
の
各
地
か
ら
学
生
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。
研
究
上
の
交

流
も
お
の
ず
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
国
境
を
越

え
て
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
世
界
観
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
世
界
観
と
共
に
大
切
な
の
は
歴
史
観
で
あ
る
。
歴

史
と
世
界
に
対
す
る
認
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
糸
と
横
糸
に
な
っ

て
絡
み
合
っ
て
こ
そ
、
緻
密
で
柔
軟
な
知
的
世
界
を
織
り
上
げ
て

い
く
。
歴
史
認
識
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
、
今
、
世
界
が
直
面
し
て

い
る
複
雑
な
問
題
を
俯
瞰
し
た
り
、
掘
り
下
げ
た
り
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
人
々
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
宗
教
研
究
を
専
門
と
し
て
お
り
、
一
神
教（
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ

リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
）
世
界
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
き

た
。
一
神
教
の
歴
史
を
通
じ
て
、
人
類
と
紛
争
・
戦
争
の
関
係
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
き
た
。
考
古
学
的
証
拠
に
よ
っ
て
遡
る
こ
と

の
で
き
る
最
古
の
戦
争
は
１
万
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
降
も
、
戦
争
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
今
に
至
っ
て
い
る
。

何
と
も
気
の
重
く
な
る
話
で
あ
る
が
、
人
類
に
と
っ
て
の
未
完

の
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
文
部
科
学
省
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
、「
一
神
教
の
学
際
的
研
究
─

文
明
の
共
存
と
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
」（
２
０
０
３-

07
年
度
）

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
導
し
た
こ
と
が
あ
る
。
中
東
、
ア
ジ
ア
、

米
国
等
で
国
際
会
議
を
開
催
し
、
問
題
の
根
深
さ
を
身
を
も
っ
て

経
験
し
た
。
何
千
年
も
続
く
対
立
や
紛
争
の
解
決
方
法
を
５
年
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
提
示
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
で
あ
る
が
、
世

12

界
の
生
々
し
い
現
実
を
知
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
の
歴
史
認
識

が
深
ま
っ
た
の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

4
．
天
空
の
彼
方
か
ら
少
子
化
を
見
る

20
〜
30
万
年
前
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
現
れ
た
。
大
脳
皮
質
が

他
の
動
物
と
比
べ
肥
大
化
し
た
人
類
は
、
自
分
の
行
為
が
ど
の
よ

う
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
、
あ
る
い
は
、
目
の
前
で
起
き
て
い

る
現
象
の
原
因
は
何
な
の
か
を
推
測
す
る
高
度
な
力
を
得
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
太
古
の
昔
か
ら
、
人
間
に
は
自
分
の
経
験
や
疑
問
を
納

得
さ
せ
て
く
れ
る
「
物
語
」（
理
論
と
言
い
替
え
て
も
よ
い
）
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
ど

の
世
界
に
も
見
ら
れ
る
数
々
の
神
話
で
あ
る
。

太
古
の
人
類
は
、
星
空
を
眺
め
、
天
空
に
織
り
な
す
神
々
の
世

界
や
、
神
に
よ
る
天
地
創
造
の
物
語
な
ど
を
自
ら
の
存
在
に
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
、
豊
穣
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
（
世
界
観
・
宇
宙
観
）

を
紡
ぎ
上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
代
人
は
も
は
や
星
空
を
見
上

げ
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。
宇
宙
と
人

間
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
言
え
る
。
他
方
、
様
々

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
今
も
紛
争
や
戦
争
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
気
候
変
動
や
経
済
格
差
の
よ
う
に
、
国
の
違
い
を
越
え
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
球
規
模
の
喫
緊
の
課
題
も
あ
る
。

地
球
規
模
の
課
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
受
け
と
め
る
た
め
に

は
、
か
つ
て
人
類
が
も
っ
て
い
た
豊
穣
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
現
代

に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
回
復
・
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
案
し
て
い
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、
新
た
な
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
よ
り
包
摂
的
な
人
類
社
会
を
目
指
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
。

天
空
の
彼
方
か
ら
見
れ
ば
、
少
子
化
な
ど
ち
っ
ぽ
け
な
問
題
に
過

ぎ
な
い
、
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
目
前
の
危
機

を
必
要
以
上
に
過
大
視
し
て
、
内
向
き
に
萎
縮
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
大
き
な
歴
史
観
と
世
界
観
の
中
で
、
大
学
が
果
た
す
べ

き
固
有
の
使
命
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
危
機
は
「
好

機
」
に
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
目
の
錯
覚
で
あ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
近
代
教
育
を
切
り
拓
い
て
い
っ

た
先
人
た
ち
の
よ
う
に
、
危
機
の
時
代
に
お
い
て
こ
そ
、
教
育
の

新
し
い
可
能
性
を
大
胆
に
夢
描
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

き
っ
き
ん
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